
科目名 開講時期 開講学年 必修/選択 単位 時間 

総合臨床実習Ⅰ 後期 3 8単位 単位 360h 

担当教員名 メールアドレス オフィスアワー 
◎河江敏広 
吉松竜貴 
遠藤悠介 
杉山聡 

toshihiro.kawae@tohto.ac.jp 
tatsuki.yoshimatsu@tohto.ac.jp 
yusuke.endo@tohto.ac.jp 
satoshi.sugiyama@tohto.ac.jp 

メール、teamsで随時 

授業の概要 

3 年次までの学内及び学外で学習した知識と技術を下に，臨床実習指導者の指導・監督の下で診療参加型実
習を行う。担当症例について必要な検査測定を実施し，評価，ゴール設定，治療プログラム立案，治療実施ま
での過程を体験する。実習は 8 週間で，評価から治療に必要な基本的知識と技術を習得する。実習終了後学
内において実習報告を行う。 

キーワード 到達目標 

病院実習 診療参加型実習 検査・測

定、 

評価 

理学療法対象者に対して適切な検査・測定を行い、その結果をもとに 
治療計画の作成、治療の実際を体験する。 

 

学習内容 

医療機関において 8 週間の臨床実習（インターン）を行う。 
10 月第 3 週～12 月第 2 週までの期間 事前に学外実習の手引き（インターンⅡ）を熟読する。 
授業で学修した理学療法専門科目の知識・技術を習得 し応用する。 
事後にはインターンⅢにつながるように実習を振り返り、自己の課題について取り組む。 

受講要件 

２年次終了までに開講される必修の専門科目および専門基礎科目の全ての単位を修得していること。 
レポート その他 合計 

50% 実習報告 50％ 100％ 

教員からのメッセージ 

1 年から 3 年まで学んだ理学療法専門科目の知識や技能を十分に発揮させる必要があります。 

解剖学、生理学、運動学の知識は対象者の病態や障害を把握するために必須の知識です。 

また評価学で学んだ 技術を正確に実施するためには、検査の意味を理解し正しく実践することが重要です。 

実習に際しては知識と技能を十分に身につけることが必要です。 

実習前のオリエンテーションは重要なので出席することが必須です。 

 


